
新型コロナウイルス感染症防止対策と 

一日も早い学校の再開に向けて 

校長  吉村 教賢 

 ４月８日の着任式・始業式は、体育館での集会ではなく放送で行いました。生徒は各教室で着任者の顔写真を

印刷したものを手に挨拶を聞き、始業式の校長講話も放送で聞きました。９日の入学式は、新入生と教職員のみ

で規模を縮小して行いました。短時間でしたが、担任の呼名に対する新入生一人ひとりの力強い返事や、新入生

代表大川皓星君の素晴らしい宣誓がありました。どこか寂しい春の訪れでしたが、生徒の真剣な表情や言葉に、

新年度がスタートした実感が湧いてきました。 

しかし、新年度がスタートしたのも束の間、新型コロナウイルス感染症の拡大により４月 20 日から臨時休業

に入り、５月６日までとしていた期限もさらに延長されています。生徒の皆さんには、自分は何をしなければな

らないのかを真剣に考え行動してほしいと思いますし、保護者の皆様にも様々なご協力やご負担をおかけしてお

ります。 

 本校の教職員は常に生徒の皆さんの学習や健康などを心配し、最良の方策を出し合いながら様々な問題に対処

しています。少しでも不安なことや心配なことがあれば、遠慮なく学校へ連絡してください。この事態を一日も

早く収束させ、通常の学校生活を取り戻すために、皆さんと一丸となって取り組んでいきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 
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４月８日（水）、本校体育館にて第２４回入学式が執り行われました。今

年は新型コロナウイルス感染対策のため、新入生と教職員のみの入学式とな

りましたが、担任の呼名に元気に返事をする新入生の姿が見られました。不

安な情勢の中ですが、担任をはじめ職員一同、新入生８８名を見守っていき

たいと思っております。 

 

 

 

 

入学式の翌日行われた対面式は、生徒会が中心となって行った装飾により、

普段より華やかな様子となった体育館で行われました。今年は、年次を越えた

レクリエーションでの交流は行えませんでしたが、在校生の各部代表は、短い

時間の中でそれぞれの部について精一杯紹介していました。 

また、今年は宿泊研修やＰＴＡ総会等が中止となりました。一年次は、宿泊

研修に代わって体育館で交流会を行いました。学校生活や社会生活に必要なコ

ミュニケーション力の育成を目的に、クラスを越えた友人作りを行いました。 

 

清高通信令和２年度第１号５月１５日 

彩雲 
通巻 101号 

 



 

今年度、着任されました７名の教職員をご紹介します。 

また、家庭科の河野澄怜先生が今年度から復職されました。 

 

 

 吉村教賢校長先生  
登別明日中等教育学校から第２７代校長として赴任しました。 

十勝での勤務は初めてです。北海道の中で最も活気ある十勝で、その活気に遅れないよう、伝統 

校にふさわしい学校づくりをしていきたいと思います。また、総合学科での勤務も初めてです。将 

来の職業選択を視野に入れた５つの系列による学びを、新たな時代を見据え、より充実・発展した 

ものとなるよう取り組んでまいります。皆さんのご理解とご支援をよろしくお願いします。 

 道添昌規教頭先生  
この度、４月に着任しました教頭の道添です。よろしく

お願いいたします。清水高校は、北海道で最初に開設され

た総合学科の学校で全道的にも知られています。このよう

な伝統ある学校で勤務させていただき、大変うれしく思い

ます。生徒の皆さんには、自分を高めるために様々な挑戦

をすることを期待しています。また、保 

護者や地域の皆様におかれましては、今 

後とも本校への様々なご支援やご協力を 

いただきますようお願い申し上げます。 

 杉原貴彦事務長  
置戸高校から赴任しました事務長の杉原貴彦と申し

ます。 

私は十勝管内での勤務が比較的多く、帯広工業高校、

足寄高校、新得高校や帯広農業高校で勤務したこともあ

ります。今回、清水高校で勤務できることを大変うれし

く思っています。 

生徒の皆さんがより良い学校生活を 

送れるよう、学習環境の整備・充実に 

努めていきたいと考えています。どう 

ぞよろしくお願いします。 

 杉目宏行先生（理科）  
 マスクに覆われながらも笑顔で登校してくる生徒たちの

姿や笑い声に、毎日元気をいただいています。清水高校の

皆さんに出会うことができて本当に良かったと思います。 

理科を担当します。自然界には不思議なことが沢山あり、

その謎を一つ一つ解き明かしていくことはとてもわくわく

することです。いっしょに楽しく学び充 

実した時間を作っていけるように頑張り 

ます。よろしくお願いします。 

 小澤亨太先生（数学）  
この度、北海道弟子屈高等学校から赴任して参りまし

た、小澤亨太と申します。担当教科は数学です。地元十

勝の高校で教員として働けることを嬉しく思っていま

す。 

はじめての総合学科の高校ということで自分にとっ

てチャレンジとなりますが、教科や部 

活動を通して生徒一人ひとりの成長を 

サポートしていけるよう精一杯頑張っ 

ていきます。よろしくお願いいたしま 

す。 

 髙橋麻凡先生（養護）  
このたび、新得支援高校から赴任しました養護教諭の髙

橋麻凡と申します。以前は帯広の病院で看護師として働い

ていました。初めての高校で、人数も多く戸惑うことも多

い日々ですが、明るい生徒にエネルギー 

をもらっています。落ち着かない日々で 

すが、一緒に手洗い、消毒、３密を避け 

る行動で乗り切りたいと思います。よろ 

しくお願いします。 

 望月昇主任主事  
半日勤務の再任用職員として、１年間、お世話になり

ます。公務員勤務の約３９年間で、網走ほか１０箇所を

転居してきましたが、やはり、出身地である十勝が一番

住みやすいと感じています。十勝で働 

けることに感謝しつつ、心身ともに、 

「万年青年」を目指して、微力ではあ 

りますが、頑張りたいと思います。 



 


